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MBA開講科目一覧

実践知考具/志

経営者の志と実践知 佐々木　弘明 春 2 1

企業理念経営 佐々木　弘明 秋 2 3

スーパージェネラリスト論 田坂　広志 春 2 6

ネオ・リベラルアーツ論 田坂　広志 秋 2 8

ライフシフト:人生の成長戦略 荻阪　哲雄 春 2 10

実践知考具/イノベーション

知識創造経営のプリンシプル 紺野　登 春 2 13

イノベーションマネジメントシステム（IMS）と目的工学 紺野　登 秋 2 16

シナリオプランニングワークショップ 紺野　登 春 2 19

デザイン思考ワークショップ 紺野　登 秋 2 21

ビジネスモデルイノベーション 河野　龍太 春 2 23

イノベーターのための顧客創造戦略　理論と実践技法 河野　龍太 秋 2 25

起業/社内起業の事業創造実践論 本荘　修二 秋 2 27

実践知考具/顧客創造

マーケティングマネジメント概論 河野　龍太 春 2 29

マーケティングマネジメント概論 河野　龍太 秋 2 31

Webマーケティング戦略 土屋　有 春 2 33

最新ロジスティクス戦略 角井　亮一 春 2 35

BtoBマーケティング 德永　朗 秋 2 37

観光インバウンドマネジメント 中山　こずゑ 秋 2 39

商品ブランドマネジメント 佐野　扶美枝 春 2 41

実践知考具/リーダーシップと人事

ヒューマンリソース概論I-A 徳岡　晃一郎 春 2 44

ヒューマンリソース概論I-B 佐々木　弘明 春 2 46

ヒューマンリソース概論II 徳岡　晃一郎 秋 2 48

インナーコミュニケーション 徳岡　晃一郎 春 2 50

カルチャーベースマネジメント 徳岡　晃一郎 秋 2 52

実践組織変革 浜田　正幸 秋 2 54

ストレスマネジメントと精神回復力 水木　さとみ 春 2 56

キャリアマネジメントとモチベーション 片岡　裕司 春 2 58

実践ポジティブ心理学 三田　真美 秋 2 60

オーセンティックリーダーシップ 荻野　淳也 秋 2 62

実践知考具/ファイナンス＆ガバナンス

ファイナンス基礎I（経営財務） 宇佐美　洋 春 2 65

ファイナンス基礎II（リスクマネジメント） 宇佐美　洋 秋 2 67

法の経済分析入門 宇佐美　洋 春 2 69

組織と戦略の経済学 宇佐美　洋 秋 2 71

企業会計・簿記入門 井村　順子 秋 2 73

財務分析 井村　順子 秋 2 75

行動経済学 真壁　昭夫 春 2 77

M&A戦略と実践企業ファイナンス 中岡　英隆 春 2 79

中小企業の価値創造と事業承継 藤本　江里子 春 2 81

コーポレートガバナンスの理論と実務 菅原　貴与志 秋 2 83
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実践知考具/データドリブン経営

データ活用入門 今泉　忠 春 2 86

集中ゼミ(統計検定)　 今泉　忠 春 2 88

マーケティングリサーチ 今泉　忠 秋 2 90

統計的データ分析 久保田　貴文 秋 2 92

DX変革：データサイエンスによる企業変革 前田　英志 春 2 94

DX変革：AI/Watsonに学ぶ知のデジタル化の実践知 鈴木　至 秋 2 96

クリティカルシンキング 柏木　吉基 秋 2 98

データドリブンの戦略構築 栗山　実 秋 2 100

サービスサイエンス 中野　未知子 秋 2 103

マーケティング実践 佐藤　洋行 秋 2 106

最新ビジネス実践知/アジアビジネス戦略

世界潮流と企業戦略 金　美徳 春 2 108

日本企業の中国ビジネス 徐　向東 春 2 111

日中企業比較論 柯　隆 秋 2 113

最新ビジネス実践知/ヘルスケア

日本の製薬企業の未来 佐々木　弘明 秋 2 115

医療・介護経営Ｉ 真野　俊樹 春 2 118

医療・介護経営II 真野　俊樹 秋 2 120

医療・介護マネジメントの実践知 真野　俊樹 秋 2 122

高齢社会のまちづくり 川井　真 春 2 124

地域包括ケアのビジネスモデル 石井　富美 春 2 126

ヘルスケアビジネスイノベーション 山本　伸 秋 2 128

最新ビジネス実践知/ソーシャルインパクトビジネス

ソーシャルビジネスの事業・資金計画 堀内　勉 秋 2 130

まちづくり最新事情 長島　剛 春 2 133

トライセクターリーダー論 金野　索一 春 2 135

実践を通して学ぶソーシャルビジネス 宮城　治男 秋 2 138

ベンチャーCFO養成講座 新村　和大 秋 2 141

ソーシャル・ファイナンス 小林　立明 春 2 143

持続可能な地域創生と地域金融の役割 渡邉　泰之 春 2 146

最新ビジネス実践知/テクノロジー&ベンチャー

最新テクノロジーとAIの世界 金野　索一　 春 2 148

ITビジネス原理と事業創出演習 金野　索一 秋 2 151

SDGS(社会課題)×Tech ビジネス 金野　索一 秋 2 154

プロジェクトマネジメントの基本と応用 中分　毅 春 2 157

最新ビジネス実践知/ルール形成戦略

社会課題起点のルール形成戦略 國分　俊史 春 2 160

国際通商と企業のルール形成 羽生田　慶介 春 2 162

経済安全保障I 井形　彬 春 2 164

経済安全保障II 井形　彬 秋 2 167

議院内閣制度における公的ルール形成プロセス論 福田　峰之 秋 2 170

ルール形成のためのメディア戦略 岡田　宏記 秋 2 172
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教養基盤

インターゼミ（寺島実郎学長ゼミ） 金　美徳 春 2 174

インターゼミ（寺島実郎学長ゼミ） 金　美徳 秋 2 176

フィールドスタディ 金　美徳 春 2 178

フィールドスタディ 金　美徳 春 1 181

フィールドスタディ 金　美徳 秋 2 184

フィールドスタディ 金　美徳 秋 1 187

ビジネス実践知探究 佐藤　勝彦 春 2 190

21世紀の日本の社会課題 近藤　洋介 秋 2 192

実践リベラルアーツ論 矢萩　邦彦 秋 2 195

ビジネスリーダーのための実践的課題解決 高田　貴久 春 2 197

【留学生対象】留学生のための日本経済・経営基礎 佐藤　勝彦 春 2 199

【留学生対象】ビジネスジャパニーズI 藏夛　礼佳 春 1 201

【留学生対象】ビジネスジャパニーズII 秋 1 203

【留学生対象】論文スタートアップI 劉　麗娜 春 1 206

【留学生対象】論文スタートアップII 劉　麗娜 秋 1 208

【留学生対象】留学生のためのビジネス日本地理・日本史I 瀧川　浩人 春 2 210

【留学生対象】留学生のためのビジネス日本地理・日本史II 瀧川　浩人 秋 2 213

【留学生対象】論文実践I 齋藤　春光 春 2 216

【留学生対象】論文実践II 齋藤　春光 秋 2 219

論文演習 河野　龍太 春 1～2 222

論文演習 河野　龍太 秋 1～2 224

論文演習 宇佐美　洋 春 1～2 226

論文演習 宇佐美　洋 秋 1～2 228

論文演習 紺野　登 春 1～2 230

論文演習 紺野　登 秋 1～2 232

論文演習 佐々木　弘明 春 1～2 234

論文演習 佐々木　弘明 秋 1～2 236

論文演習 徳岡　晃一郎 春 1～2 238

論文演習 徳岡　晃一郎 秋 1～2 240

論文演習 今泉　忠・久保田　貴文 春 1～2 242

論文演習 久保田　貴文・今泉　忠 秋 1～2 244

論文演習 國分　俊史 春 1～2 246

論文演習 國分　俊史 秋 1～2 248

論文演習 真野　俊樹 春 1～2 250

論文演習 真野　俊樹 秋 1～2 252

科目名 担当教員 開講 単位数 ページ



MBA開講科目一覧

1 経済安全保障I 井形　彬 春 2 164

2 経済安全保障II 井形　彬 秋 2 167

3 地域包括ケアのビジネスモデル 石井　富美 春 2 126

4 データ活用入門 今泉　忠 春 2 86

5 集中ゼミ(統計検定)　 今泉　忠 春 2 88

6 マーケティングリサーチ 今泉　忠 秋 2 90

7 論文演習 今泉　忠・久保田　貴文 春 1～2 242

8 企業会計・簿記入門 井村　順子 秋 2 73

9 財務分析 井村　順子 秋 2 75

10 ファイナンス基礎I（経営財務） 宇佐美　洋 春 2 65

11 ファイナンス基礎II（リスクマネジメント） 宇佐美　洋 秋 2 67

12 法の経済分析入門 宇佐美　洋 春 2 69

13 組織と戦略の経済学 宇佐美　洋 秋 2 71

14 論文演習 宇佐美　洋 春 1～2 226

15 論文演習 宇佐美　洋 秋 1～2 228

16 ルール形成のためのメディア戦略 岡田　宏記 秋 2 172

17 ライフシフト:人生の成長戦略 荻阪　哲雄 春 2 10

18 オーセンティックリーダーシップ 荻野　淳也 秋 2 62

19 日中企業比較論 柯　隆 秋 2 113

20 最新ロジスティクス戦略 角井　亮一 春 2 35

21 クリティカルシンキング 柏木　吉基 秋 2 98

22 キャリアマネジメントとモチベーション 片岡　裕司 春 2 58

23 高齢社会のまちづくり 川井　真 春 2 124

24 世界潮流と企業戦略 金　美徳 春 2 108

25 インターゼミ（寺島実郎学長ゼミ） 金　美徳 春 2 174

26 インターゼミ（寺島実郎学長ゼミ） 金　美徳 秋 2 176

27 フィールドスタディ 金　美徳 春 2 178

28 フィールドスタディ 金　美徳 春 1 181

29 フィールドスタディ 金　美徳 秋 2 184

30 フィールドスタディ 金　美徳 秋 1 187

31 統計的データ分析 久保田　貴文 秋 2 92

32 論文演習 久保田　貴文・今泉　忠 秋 1～2 244

33 【留学生対象】ビジネスジャパニーズI 藏夛　礼佳 春 1 201

34 データドリブンの戦略構築 栗山　実 秋 2 100

35 ビジネスモデルイノベーション 河野　龍太 春 2 23

36 イノベーターのための顧客創造戦略　理論と実践技法 河野　龍太 秋 2 25

37 マーケティングマネジメント概論 河野　龍太 春 2 29

38 マーケティングマネジメント概論 河野　龍太 秋 2 31

39 論文演習 河野　龍太 春 1～2 222

40 論文演習 河野　龍太 秋 1～2 224

41 社会課題起点のルール形成戦略 國分　俊史 春 2 160

42 論文演習 國分　俊史 春 1～2 246

43 論文演習 國分　俊史 秋 1～2 248

44 ソーシャル・ファイナンス 小林　立明 春 2 143

45 21世紀の日本の社会課題 近藤　洋介 秋 2 192

46 トライセクターリーダー論 金野　索一 春 2 135

47 最新テクノロジーとAIの世界 金野　索一　 春 2 148

48 ITビジネス原理と事業創出演習 金野　索一 秋 2 151

49 SDGS(社会課題)×Tech ビジネス 金野　索一 秋 2 154

50 知識創造経営のプリンシプル 紺野　登 春 2 13
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ページ科目名 担当教員（五十音順） 開講 単位数

51 イノベーションマネジメントシステム（IMS）と目的工学 紺野　登 秋 2 16

52 シナリオプランニングワークショップ 紺野　登 春 2 19

53 デザイン思考ワークショップ 紺野　登 秋 2 21

54 論文演習 紺野　登 春 1～2 230

55 論文演習 紺野　登 秋 1～2 232

56 【留学生対象】論文実践I 齋藤　春光 春 2 216

57 【留学生対象】論文実践II 齋藤　春光 秋 2 219

58 経営者の志と実践知 佐々木　弘明 春 2 1

59 企業理念経営 佐々木　弘明 秋 2 3

60 ヒューマンリソース概論I-B 佐々木　弘明 春 2 46

61 日本の製薬企業の未来 佐々木　弘明 秋 2 115

62 論文演習 佐々木　弘明 春 1～2 234

63 論文演習 佐々木　弘明 秋 1～2 236

64 ビジネス実践知探究 佐藤　勝彦 春 2 190

65 【留学生対象】留学生のための日本経済・経営基礎 佐藤　勝彦 春 2 199

66 マーケティング実践 佐藤　洋行 秋 2 106

67 商品ブランドマネジメント 佐野　扶美枝 春 2 41

68 日本企業の中国ビジネス 徐　向東 春 2 111

69 ベンチャーCFO養成講座 新村　和大 秋 2 141

70 コーポレートガバナンスの理論と実務 菅原　貴与志 秋 2 83

71 DX変革：AI/Watsonに学ぶ知のデジタル化の実践知 鈴木　至 秋 2 96

72 【留学生対象】ビジネスジャパニーズII 秋 1 203

73 ビジネスリーダーのための実践的課題解決 高田　貴久 春 2 197

74 【留学生対象】留学生のためのビジネス日本地理・日本史I 瀧川　浩人 春 2 210

75 【留学生対象】留学生のためのビジネス日本地理・日本史II 瀧川　浩人 秋 2 213

76 スーパージェネラリスト論 田坂　広志 春 2 6

77 ネオ・リベラルアーツ論 田坂　広志 秋 2 8

78 Webマーケティング戦略 土屋　有 春 2 33

79 ヒューマンリソース概論I-A 徳岡　晃一郎 春 2 44

80 ヒューマンリソース概論II 徳岡　晃一郎 秋 2 48

81 インナーコミュニケーション 徳岡　晃一郎 春 2 50

82 カルチャーベースマネジメント 徳岡　晃一郎 秋 2 52

83 論文演習 徳岡　晃一郎 春 1～2 238

84 論文演習 徳岡　晃一郎 秋 1～2 240

85 BtoBマーケティング 德永　朗 秋 2 37

86 M&A戦略と実践企業ファイナンス 中岡　英隆 春 2 79

87 まちづくり最新事情 長島　剛 春 2 133

88 サービスサイエンス 中野　未知子 秋 2 103

89 観光インバウンドマネジメント 中山　こずゑ 秋 2 39

90 プロジェクトマネジメントの基本と応用 中分　毅 春 2 157

91 国際通商と企業のルール形成 羽生田　慶介 春 2 162

92 実践組織変革 浜田　正幸 秋 2 54

93 議院内閣制度における公的ルール形成プロセス論 福田　峰之 秋 2 170

94 中小企業の価値創造と事業承継 藤本　江里子 春 2 81

95 ソーシャルビジネスの事業・資金計画 堀内　勉 秋 2 130

96 起業/社内起業の事業創造実践論 本荘　修二 秋 2 27

97 DX変革：データサイエンスによる企業変革 前田　英志 春 2 94

98 行動経済学 真壁　昭夫 春 2 77

99 医療・介護経営Ｉ 真野　俊樹 春 2 118

100 医療・介護経営II 真野　俊樹 秋 2 120

101 医療・介護マネジメントの実践知 真野　俊樹 秋 2 122

102 論文演習 真野　俊樹 春 1～2 250

103 論文演習 真野　俊樹 秋 1～2 252

104 ストレスマネジメントと精神回復力 水木　さとみ 春 2 56

105 実践ポジティブ心理学 三田　真美 秋 2 60

106 実践を通して学ぶソーシャルビジネス 宮城　治男 秋 2 138

107 実践リベラルアーツ論 矢萩　邦彦 秋 2 195

108 ヘルスケアビジネスイノベーション 山本　伸 秋 2 128

109 【留学生対象】論文スタートアップI 劉　麗娜 春 1 206

110 【留学生対象】論文スタートアップII 劉　麗娜 秋 1 208

111 持続可能な地域創生と地域金融の役割 渡邉　泰之 春 2 146
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サブタイトル / Sub Title

英文科目名 / Course Title
(Eng.)

教員 / Instructor E-mail

科目群 / Course
Classification

単位数 / Credits

講義目的 / Aim of Course

到達目標 / Course Goals

授業形態 / Form of Class
学外学習 / Off-Campus
Learning

準備学習（予習・復習等）に必要な時間に準じる程度の具体
的な学習内容

授業の概要 / Course Description

第一講・第二講

概要

事前,事後学習ポイント

詳細

第三講・第四講

概要

事前,事後学習ポイント

詳細

第五講・第六講

概要

事前,事後学習ポイント

詳細

第七講・第八講

概要

事前,事後学習ポイント

詳細

第九講・第十講

概要

事前,事後学習ポイント

詳細

第十一講・第十二講

概要

事前,事後学習ポイント

詳細

第十三講・第十四講

2022年度 春学期

スーパージェネラリスト論

いかにして、垂直統合した知性を身につけるか

Super Generalist

田坂　広志 tasaka@hiroshitasaka.jp

志 2単位

２１世紀の「変革の知性」を身につけた「スーパージェネラリスト」への成長をめざし、「思考」「ビジョン」「志」「戦
略」「戦術」「技術」「人間力」という「７つのレベルの知性」を身につけることを目的とする。この「スーパージェネラ
リスト」は、社会の変革よ社会への貢献をめざし、「社会起業家」としての自覚を持ち、「ソーシャルイノベーション」に
取り組む人材であるが、この講義においては、その「ソーシャルイノベーション」について学ぶことも目的とする。



ディプロマポリシーにおける「DP5：志」に沿って、思想、ビジョン、志、戦略、戦術、技術、人間力という「７つの知
性」を垂直統合して身につける

講義 なし

教科書『知性を磨く』の熟読（予習・復習　各講義2時間程度）

「思想」のレベルの知性について

『知性を磨く』の当該部分を事前に読み、事後には、自身の当該体験を回顧する

「思想」のレベルの知性を磨く方法と、その知性を支える人格のマネジメントを語る

「ビジョン」のレベルの知性について

『知性を磨く』の当該部分を事前に読み、事後には、自身の当該体験を回顧する

「ビジョン」のレベルの知性を磨く方法と、その知性を支える人格のマネジメントを語る

「志」のレベルの知性について

『知性を磨く』の当該部分を事前に読み、事後には、自身の当該体験を回顧する

「志」のレベルの知性を磨く方法と、その知性を支える人格のマネジメントを語る

「戦略」のレベルの知性について

『知性を磨く』の当該部分を事前に読み、事後には、自身の当該体験を回顧する

「戦略」のレベルの知性を磨く方法と、その知性を支える人格のマネジメントを語る

「戦術」のレベルの知性について

『知性を磨く』の当該部分を事前に読み、事後には、自身の当該体験を回顧する

「戦術」のレベルの知性を磨く方法と、その知性を支える人格のマネジメントを語る

「技術」のレベルの知性について

『知性を磨く』の当該部分を事前に読み、事後には、自身の当該体験を回顧する

「技術」のレベルの知性を磨く方法と、その知性を支える人格のマネジメントを語る
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概要

事前,事後学習ポイント

詳細

第十五講・第十六講

概要

事前,事後学習ポイント

詳細

教科書 / Textbook

指定図書 / Course Readings

参考文献・参考URL /
Reference List

評価方法 / Method of Evaluation

配分（合計100%)

評価基準 / Evaluation Criteria

評価「A・」（100～90
点）：

評価「A」（89～80点）：

評価「B」（79～70点）：

評価「C」（69～60点）：

評価「F」（59点以下）：

留意点 / Additional
Information

「人間力」のレベルの知性について

『知性を磨く』の当該部分を事前に読み、事後には、自身の当該体験を回顧する

「人間力」のレベルの知性を磨く方法と、その知性を支える人格のマネジメントを語る

「多重人格」のマネジメント

『知性を磨く』の当該部分を事前に読み、事後には、自身の当該体験を回顧する

「多様な才能」を開花させるための「多重人格のマネジメント」について語る

『知性を磨く　「スーパージェネラリスト」の時代』（田坂広志著：光文社新書）
『人間を磨く　人間関係が好転する「こころの技法」』（田坂広志著：光文社新書）

『人は、誰もが「多重人格」　誰も語らなかった「才能開花の技法」』（田坂広志著：光文社新書）

ダイヤモンドオンライン「７つの知性を磨く田坂塾」の連載記事

出席率（30％）受講姿勢（25％）質疑内容（25％）所感内容（20％）

出席率＋受講姿勢＋質疑内容＋所感内容が特に優れ、２１世紀の「変革の知性」を身につけた「スーパージェネラリスト」
への成長をめざし「７つのレベルの知性」が特に優れて身についている。

出席率＋受講姿勢＋質疑内容＋所感内容が優れ、２１世紀の「変革の知性」を身につけた「スーパージェネラリスト」への
成長をめざし「７つのレベルの知性」が優れて身についている。

出席率＋受講姿勢＋質疑内容＋所感内容が標準的で、２１世紀の「変革の知性」を身につけた「スーパージェネラリスト」
への成長をめざし「７つのレベルの知性」が標準的に身についており、優れて身につく段階に近づいている。

出席率＋受講姿勢＋質疑内容＋所感内容が標準的で、２１世紀の「変革の知性」を身につけた「スーパージェネラリスト」
への成長をめざし「７つのレベルの知性」が標準的に身についている。

出席率＋受講姿勢＋質疑内容＋所感内容が悪く、２１世紀の「変革の知性」を身につけた「スーパージェネラリスト」への
成長が感じられず「７つのレベルの知性」が身についていない。

単に「書物」を通じた「知識」を学ぶ講義ではなく、自身の「体験」の振り返りから「智恵」を掴む講義であり、真剣勝負
で3時間の講義に参加する姿勢が求められる。従って、原則、遅刻、早退、欠席は認めない。
第１講義において、受講における諸注意を伝える。

7



講義年度 / Year 開講学期 / Semester

科目名 / Course Title

サブタイトル / Sub Title

英文科目名 / Course Title
(Eng.)

教員 / Instructor E-mail

科目群 / Course
Classification

単位数 / Credits

講義目的 / Aim of Course

到達目標 / Course Goals

授業形態 / Form of Class
学外学習 / Off-Campus
Learning

準備学習（予習・復習等）に必要な時間に準じる程度の具体
的な学習内容

授業の概要 / Course Description

第一講・第二講

概要

事前,事後学習ポイント

詳細

第三講・第四講

概要

事前,事後学習ポイント

詳細

第五講・第六講

概要

事前,事後学習ポイント

詳細

第七講・第八講

概要

事前,事後学習ポイント

詳細

第九講・第十講

概要

事前,事後学習ポイント

詳細

第十一講・第十二講

概要

事前,事後学習ポイント

2022年度 秋学期

ネオ・リベラルアーツ論

いかにして、２１世紀の変革リーダーとしての教養を身につけるか

Neo Liberal Arts

田坂　広志 tasaka@hiroshitasaka.jp

志 2単位

我々が、目の前の現実を変革し、社会の変革に取り組むことのできる「２１世紀の変革リーダー」へと成長していくために
は、「深い教養」を身につける必要がある。 


しかし、「深い教養」とは、単に、書物や文献を通じて言語的に学ぶ「知識」としての教養ではなく、人生の体験と深い思
索を通じて身体的に掴む「智恵」でなければならない。 


この「ネオ・リベラルアーツ」においては、様々な分野の多岐にわたるテーマを論じた「思索的エッセイ」を読むことを通
じて、自身の人生の体験と思索を振り返り、この「深い教養」、すなわち「新たな教養（ネオ・リベラルアーツ）」を身に
つけていく。 「言語的な知識」ではなく「身体的な智恵」としての教養を学ぶことにより、21世紀の「変革の知性」を身に
つける。

ディプロマポリシーにおける「DP5：志」に沿って、書物や文献で学ぶ「知識」としての教養ではなく、経験と体験から掴
む「智恵」としての教養を身につける

講義 なし

教科書『知性を磨く』の熟読（予習・復習　各講義2時間程度）

「変革の知性」について

『知性を磨く』の当該部分を事前に読み、事後には、自身の当該体験を回顧する

２１世紀に求められる「変革の知性」とは何か、いかにして、それを掴むかを語る

「知性」と「知能」について

『知性を磨く』の当該部分を事前に読み、事後には、自身の当該体験を回顧する

「知性」と「知能」の違いとは何か、なぜ、その二つを区別しなければならないかを語る

概要	「知性」と「知識」について

『知性を磨く』の当該部分を事前に読み、事後には、自身の当該体験を回顧する

「知性」と「知識」の違いとは何か、なぜ、その二つを区別しなければならないかを語る

「知性」と「専門性」について

『知性を磨く』の当該部分を事前に読み、事後には、自身の当該体験を回顧する

「知性」と「専門性」の違いとは何か、なぜ、その二つを区別しなければならないかを語る

「知の生態系」について

『知性を磨く』の当該部分を事前に読み、事後には、自身の当該体験を回顧する

なぜ、「知の貯蔵庫」ではなく、「知の生態系」が重要かについて語る

「７つの知性」について

『知性を磨く』の当該部分を事前に読み、事後には、自身の当該体験を回顧する
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詳細

第十三講・第十四講

概要

事前,事後学習ポイント

詳細

第十五講・第十六講

概要

事前,事後学習ポイント

詳細

教科書 / Textbook

指定図書 / Course Readings

参考文献・参考URL /
Reference List

評価方法 / Method of Evaluation

配分（合計100%)

評価基準 / Evaluation Criteria

評価「A・」（100～90
点）：

評価「A」（89～80点）：

評価「B」（79～70点）：

評価「C」（69～60点）：

評価「F」（59点以下）：

留意点 / Additional
Information

なぜ、思想、ビジョン、志、戦略、戦術、技術、人間力の垂直統合が必要かを語る

知の「３つの病」について

『知性を磨く』の当該部分を事前に読み、事後には、自身の当該体験を回顧する

「知と知の分離」「知と行の分離」「知と情の分離」という「３つの病」について語る

「人間観」と「人間力」について

『知性を磨く』の当該部分を事前に読み、事後には、自身の当該体験を回顧する

なぜ、「人間観」と「人間力」が、21世紀に最も重要なリベラルアーツになるのかを語る

『知性を磨く　「スーパージェネラリスト」の時代』（田坂広志著：光文社新書）

『直観を磨く　深く考える７つの技法』（田坂広志著：講談社現代新書）
『人間を磨く　人間関係が好転する「こころの技法」』（田坂広志著：光文社新書）




ダイヤモンドオンライン「７つの知性を磨く田坂塾」の連載記事

出席率（30％）受講姿勢（25％）質疑内容（25％）所感内容（20％）

出席率＋受講姿勢＋質疑内容＋所感内容が特に優れ、「新たな教養（ネオ・リベラルアーツ）」と、「言語的な知識」では
なく「身体的な智恵」としての教養を学ぶことにより、21世紀の「変革の知性」が特に優れて身についている。

出席率＋受講姿勢＋質疑内容＋所感内容が優れ、「新たな教養（ネオ・リベラルアーツ）」と、「言語的な知識」ではなく
「身体的な智恵」としての教養を学ぶことにより、21世紀の「変革の知性」が優れて身についている。

出席率＋受講姿勢＋質疑内容＋所感内容が標準的で、「新たな教養（ネオ・リベラルアーツ）」と、「言語的な知識」では
なく「身体的な智恵」としての教養を学ぶことにより、21世紀の「変革の知性」が標準的に身についており、優れて身につ
く段階へ近づいている。



出席率＋受講姿勢＋質疑内容＋所感内容が標準的で、「新たな教養（ネオ・リベラルアーツ）」と、「言語的な知識」では
なく「身体的な智恵」としての教養を学ぶことにより、21世紀の「変革の知性」が標準的に身についている。



出席率＋受講姿勢＋質疑内容＋所感内容が悪く、「新たな教養（ネオ・リベラルアーツ）」と、「言語的な知識」ではなく
「身体的な智恵」としての教養を学ぶことにより、21世紀の「変革の知性」が身についていない。




単に「書物」を通じた「知識」を学ぶ講義ではなく、自身の「体験」の振り返りから「智恵」を掴む講義であり、真剣勝負
で3時間の講義に参加する姿勢が求められる。従って、原則、遅刻、早退、欠席は認めない。


第１講義において、受講における諸注意を伝える。
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講義年度 / Year 開講学期 / Semester

科目名 / Course Title

サブタイトル / Sub Title

英文科目名 / Course Title
(Eng.)

教員 / Instructor E-mail

科目群 / Course
Classification

単位数 / Credits

講義目的 / Aim of Course

到達目標 / Course Goals

授業形態 / Form of Class
学外学習 / Off-Campus
Learning

準備学習（予習・復習等）に必要な時間に準じる程度の具体
的な学習内容

授業の概要 / Course Description

第一講・第二講

概要

事前,事後学習ポイント

詳細

第三講・第四講

概要

事前,事後学習ポイント

詳細

第五講・第六講

概要

事前,事後学習ポイント

詳細

第七講・第八講

概要

事前,事後学習ポイント

詳細

第九講・第十講

概要

事前,事後学習ポイント

詳細

2022年度 春学期

マーケティングマネジメント概論

ー

Marketing Management

河野　龍太 kono-r@tama.ac.jp

顧客創造 2単位

マネジメントの父である故ドラッカー博士はあらゆる組織に必須の最も重要な２つの機能としてマーケティングとイノベー
ションをあげた。激しい競争と市場の成熟化が進む今日において、顧客を創造し事業を成長に導く経営戦略のカギとしてマ
ーケティング戦略の重要性はさらに増している。本講義では、21世紀の経営環境に適応するための新しいコンセプトも織り
込みながら、現代におけるマーケティング・マネジメントの基本と本質を理解し、実際の問題解決に応用できる実践的な知
識とスキルの修得を目指す。

DP2:「思考と判断」と「知の再武装」を達成するために、デジタルテクノロジーとソーシャルメディア時代のマーケティン
グ・マネジメントの理論と3C、STP、4Pなどの基本フレームワークとそれらを実践で活用する実践知とスキルを習得する。

グループディスカッション、グループワー
ク、プレゼンテーション

なし



講義内容の咀嚼と指定図書、資料の熟読
予習2時間程度、復習1時間程度。




顧客視点の経営戦略の論理

マーケティングの経営における目的と役割について調べる

経営におけるマーケティングの本質について理解を深める。21世紀において市場が成熟化する中で差別化が容易ではなくな
っている。供給者サイドの論理ではなく顧客側の視点で価値を考えて商品サービスをデザインすることが一層重要になって
いる。今日の企業経営におけるマーケティングの本質的役割や意義をセオリー、事例を元にクラスディスカッションをしな
がら双方向かつ主体的に認識を深める。

企業ビジョン、ミッションとマーケティング戦略

企業ビジョン、ミッションとマーケティング戦略の関係や事例について調べる

企業ビジョン、ミッションとマーケティング戦略の関係性やその背景や戦略意図と企業経営への効果や影響について事例分
析とクラスディスカッションを交えながら双方向かつ主体的に認識を深める。

事業環境を認識する

3C、SWOT、5Fなど代表的フレームワークと分析方法について調べる

マーケティング戦略を構築する上では、マクロ経済、市場、政治や社会動向、競合動向、テクノロジーなど事業環境におけ
る様々な事実に基づいた客観的認識を持つことが欠かせない。事業環境分析の方法、基本的フレームワークを理解し分析か
ら戦略的洞察の導き方までを事例分析とクラスディスカッションを交えながら双方向かつ主体的に認識を深める。

顧客を深く理解する

顧客と市場を深く理解し経営に活かして成功している企業の実例を調べておく

顧客視点での価値創造のポイントは、顧客を深く理解することにある。マーケティング戦略の起点が顧客への深い理解にあ
ることを認識した上で、どうすれば顧客への深い理解や洞察を得ることができるのかをセオリー及び具体的な経営の事例を
元に考察する。さらにクラスディスカッションを交え、双方向かつ主体的に認識を深める。

マーケティングの基幹戦略をデザインする

セグメンテーション、ターゲティング、ポジショニングの実務での応用例について調べる

マーケティング戦略の根幹であるセグメンテーション、ターゲティング、ポジショニング、コンセプトデザインについて理
解を深める。STP戦略の基本セオリーを学び具体的な経営の事例を交えながらクラスディスカッションを行いその本質と戦
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第十一講・第十二講

概要

事前,事後学習ポイント

詳細

第十三講・第十四講

概要

事前,事後学習ポイント

詳細

第十五講・第十六講

概要

事前,事後学習ポイント

詳細

教科書 / Textbook

指定図書 / Course Readings

参考文献・参考URL /
Reference List

評価方法 / Method of Evaluation

配分（合計100%)

評価基準 / Evaluation Criteria

評価「A・」（100～90
点）：

評価「A」（89～80点）：

評価「B」（79～70点）：

評価「C」（69～60点）：

評価「F」（59点以下）：

留意点 / Additional
Information

略構築の実践方法について理解をする。

統合的マーケティング戦略のデザインと実施

STP戦略を戦術手段に落とし込み統合的にマーケティングを実行する方法を調べる

マーケティング戦略の基幹的な方針を相互に一貫性のある形で組み上げ商品、価格、チャネル、プロモーション等の各具体
的施作に落とし込んで実行する。このような戦略デザインから戦術への具体化と実行、成果の診断とフィードバックまでの
マーケティング戦略の全体サイクルについて理解する。顧客価値を創造する上でサービスの役割重要になっている。サービ
スのマーケティングの基本についても学ぶ。

顧客価値を維持発展させる

ブランド戦略の論理と実践方法について調べる

マーケティング・マネジメントの発展形としてのブランド戦略について理解をする。今日の企業経営においてブランド・マ
ネジメントは極めて重要な役割を担っている。企業経営におけるブランド・マネジメントの本質について考察し、ブランド
戦略を構築するための基本セオリー、フレームワーク、実践的方法について、事例とクラスディスカッションを交えて理解
を深める。これらテーマについて各種事例を随時に交えながらクラスディスカッションを行う。

顧客視点の経営戦略の課題と実践：まとめとディスカッション

これまでの講義を振り返りマーケティング・マネジメントの全体像を理解する

顧客起点の経営戦略を具体化する上で要となるマーケティング戦略は、市場が成熟化し競争がグローバルレベルでますます
激化する現代の企業経営において重要性が増している。本講義で取り上げたマーケティング・マネジメントの基本的なコン
セプトと本質について改めてクラスディスカッションを交えながら振り返り理解を深める。

適宜、講義内において紹介する。

「マーケティング＜第２版＞」恩藏直人著、日経文庫
「コトラーのマーケティング3.0」フィリップ・コトラー他著、朝日新聞出版


「コトラーのマーケティング4.0」フィリップ・コトラー他著、朝日新聞出版

「ブランド論」デービッド・アーカー著、ダイヤモンド社

「レスポンシブル・カンパニー」イヴォン・シュイナード他著、ダイヤモンド社
「世界でいちばん大切にしたい会社コンシャス・カンパニー」ジョン・マッキー著、翔泳社




出席（20%）、グループワーク、クラスディカッションへの貢献(40%)、修了課題レポート(40%)

マーケティング・マネジメントのセオリーを十分に理解し自らの実務で応用可能なレベルの知識、スキルを身につけてい
る。それらを実際に自分自身のビジネスの現実の問題解決に活用した。課題レポートにおいてマーケティング・マネジメン
トのセオリーと実践スキルを適切に活用し卓越した分析と提言を行った。

マーケティング・マネジメントのセオリーを理解し自らの実務で活用可能なレベルの知識、スキルを身につけている。課題
レポートにおいてマーケティング・マネジメントのセオリーと実践スキルを活用し的確な分析と提言を行った。

マーケティング・マネジメントの基本的なセオリーを理解している。それらを実務で応用できる基本的スキルを習得してい
る。課題レポートにおいてマーケティング・マネジメントの基本的セオリーを理解し分析と提言を行っている。

マーケティング・マネジメントの基本的なセオリーを理解している。課題レポートにおいてマーケティング・マネジメント
の基本的セオリーを理解し分析を行っているが内容及び理解が不十分な点がある。

マーケティング・マネジメントの基本的なセオリーを理解している。課題レポートにおいてマーケティング・マネジメント
の分析を行っているが内容及び理解が不十分な点が少なくない。

クラスでの発表やディスカッションなどに積極的に参加しクラス全体の学びの向上に貢献すること。
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講義年度 / Year 開講学期 / Semester

科目名 / Course Title

サブタイトル / Sub Title

英文科目名 / Course Title
(Eng.)

教員 / Instructor E-mail

科目群 / Course
Classification

単位数 / Credits

講義目的 / Aim of Course

到達目標 / Course Goals

授業形態 / Form of Class
学外学習 / Off-Campus
Learning

準備学習（予習・復習等）に必要な時間に準じる程度の具体
的な学習内容

授業の概要 / Course Description

第一講・第二講

概要

事前,事後学習ポイント

詳細

第三講・第四講

概要

事前,事後学習ポイント

詳細

第五講・第六講

概要

事前,事後学習ポイント

詳細

第七講・第八講

概要

事前,事後学習ポイント

詳細

第九講・第十講

概要

事前,事後学習ポイント

詳細

第十一講・第十二講

2022年度 春学期

最新ロジスティクス戦略

アマゾン、ASKUL、楽天、ニトリなどの物流戦略を研究する

The Most Advanced Logistics Strategy

角井　亮一 rio@e-logit.com

顧客創造 2単位

戦略物流（ロジスティクス）をベースに、成長ビジネスモデルをうまく構築させている事例を学び、理解、研究し、『イノ
ベーターシップ』を養成する。

１．DP1:「知識と理解」を、多くの身近にある流通やネット通販など小売の最新物流事例から学び、高めてもらうと同時
に、日々の生活の中で物流を意識してもらう


２．「物流思考」の視点での『問題解決』(DP2:「思考と判断」 )ができるようになってもらうのが最終目的。



講義、グループディスカッション、プレゼン
テーション、双方向 なし

ネット通販での購入体験や生活の中で発見した物流工程の情報整理（６時間）、指定図書の
熟読（４時間）、事前課題（１２時間）

戦略物流の基本を学ぶ①（物流思考）

指定書籍の熟読

物流思考と戦略物流思考の２つの考え方の中の１つ、「物流思考」を理解する。また、日常の中でどんな物流が存在してい
るのかに気づけるようにする。発表重視のディスカッションを実施。


宿題①：ネット通販で書籍を買う体験（２社以上）の比較・発表する（１回のみ）　宿題②：日常生活で気づいた物流工程
を情報整理し、それを発表する（毎回）




ファーストフードなどから学ぶ物流効率化

日常で、どこでどんな物流があるのかを観察。指定書籍の熟読

ファーストフードのお店での、物流を発見・解説。店内オペレーション、食材調達などを物流視点で考える。発言重視のデ
ィスカッションを実施。宿題①を数人が発表し、宿題②を全員が発表




戦略物流の基本を学ぶ②（戦略物流思考）
物流が、どう商品の売上アップに繋がるか？　どう企業力アップにつながるか？



前回のファーストフードでの物流のヒントから、日常で店舗観測。指定書籍の熟読

「戦略物流思考」を理解する。アマゾンやASKULが、なぜ物流を重視するのか、企業がどう物流で成長するのかを事例から
理解する。発言重視のディスカッションを実施。宿題①を数人が発表し、宿題②を全員が発表




消費者行動の変化、流通の変化、ロジスティクスの変化「流通が物流を変える」

物流で成長している会社を、文献（インターネット、雑誌、書籍など）で研究。指定書籍の熟読

個人商店→総合スーパー・百貨店→専門店（カテゴリーキラー）→ネット通販→オムニチャネルという、流通の進化におけ
る、物流の進化を学ぶ。なぜ進化することになったかの背景を学ぶ。発言重視のディスカッションを実施。宿題①を数人が
発表し、宿題②を全員が発表

国内ネット通販企業の物流競争　Amazon対楽天、Yahoo!＆アスクル

買い物で訪問した店舗の物流を詳しく観察。写真でも報告と提出。指定書籍の熟読

国内のネット通販の競争を物流視点で整理し、「なぜ物流に強い会社が、ネット通販でも強いのか」を理論的に理解する。
発言重視のディスカッションを実施。宿題①を数人が発表し、宿題②を全員が発表
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概要

事前,事後学習ポイント

詳細

第十三講・第十四講

概要

事前,事後学習ポイント

詳細

第十五講・第十六講

概要

事前,事後学習ポイント

詳細

教科書 / Textbook

指定図書 / Course Readings

参考文献・参考URL /
Reference List

評価方法 / Method of Evaluation

配分（合計100%)

評価基準 / Evaluation Criteria

評価「A・」（100～90
点）：

評価「A」（89～80点）：

評価「B」（79～70点）：

評価「C」（69～60点）：

評価「F」（59点以下）：

留意点 / Additional
Information

ラストワンマイルが勝負の宅配ビジネスとロジスティクス
セブン&アイグループのオムニ7、カクヤス、UberEATS、ネットスーパー、Qコマース、食材宅配



ネット通販での購入体験を、比較。物流の違いを理解する。指定書籍の熟読

なんとなく理解している宅配ビジネスを、整理建てて理解する。また競争ポイントの理解を深める。発言重視のディスカッ
ションを実施。宿題①を数人が発表し、宿題②を全員が発表




米国オムニチャネル事例と最新物流ビジネス事例の紹介　米国流通事例、ネット＆リアルの競争、アマゾンの対抗戦略、
UBER、Instacart、Curbside、Google Express

宅配を体験。授業中に宅配（フードデリバリー）を注文して、実体験する。指定書籍の熟読

オムニチャネルはサプライチェーンだという本質を理解する。新しく生まれている物流ビジネスを知ってもらう。発言重視
のディスカッションを実施。宿題①を数人が発表し、宿題②を全員が発表




成長企業のサプライチェーンを学ぶ
事例研究「ザラ」「ニトリ」、または「アイリスオーヤマ」



事例研究の企業を事前にインターネット、雑誌、書籍などで研究。指定書籍の熟読

ザラ、ニトリ、アイリスオーヤマなどの物流戦略を学び、成長する企業の物流戦略の共通項を討論する。発言重視のディス
カッションを実施。宿題①を数人が発表し、宿題②を全員が発表




テキストは、GoogleDriveより後日ダウンロード

「すごい物流戦略」（PHP新書）

「アマゾンと物流大戦争」（NHK出版）、「オムニチャネル戦略」（日本経済新聞社）、
「図解 基本からよくわかる物流のしくみ」（日本実業出版社）、「物流がわかる」（日本経済新聞社）、「物流革命」「物
流革命２０２０」「物流革命２０２１」（日本経済新聞社）


＜中国語＞簡体字、繁体字

「物流致勝」角井亮一/商業周刊台灣正版


「精益制造014:物流管理」(日)角井亮一著作/东方出版社

「精益制造057：物流全解」(日)角井亮一著作/东方出版社


「新零售全渠道战略」(日)角井亮一著/东方出版社

「服务的细节081：与零售巨头亚马逊共生」(日)角井亮一著/东方出版社


「IT物流」(日)角井亮一著/海天出版社

＜英語＞


Amazon: A Comparative Analysis of U.S. and Japan Logistics / Complete Edition

Strategic Logistics in Japan: Complete Edition: A Comparative Report on U.S. Businesses


Omni-Channel Strategies in U.S. and Japan



出席率30%／講義議論参画度30%／発言と発表の内容40％

十分な出席。毎回発言。毎回の宿題に創意工夫が見られる。
発表内容が深く調査され、受講生に伝わるプレゼン（話と資料）ができていて、「物流思考」の視点での『問題解決』が十
分できるようになっている。

十分な出席。毎回発言。毎回の宿題に創意工夫が見られる。
発表内容が深く調査され、受講生に伝わるプレゼン（話と資料）ができていて、「物流思考」の視点での『問題解決』が、
他と比べても遜色なくできるようになっている。

十分な出席。毎回発言。毎回宿題を事前提出している。
発表内容が調査され、受講生に伝わるプレゼン（話と資料）ができていて、「物流思考」の視点での『問題解決』が普通に
できるようになっている。

欠席が目立つ、または、発言が毎回でない。毎回の宿題を事前提出ができていない。
発表内容が調査され、受講生に伝わるプレゼン（話と資料）ができておらず、「物流思考」の視点での『問題解決』ができ
ていると判定できない。

出席が極端に少ない、または、発言が不十分。毎回の宿題を事前提出がほぼできていない。
受講生に伝わる発表プレゼン（話と資料）ができておらず、「物流思考」の視点での『問題解決』ができていない。

なし
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講義年度 / Year 開講学期 / Semester

科目名 / Course Title

サブタイトル / Sub Title

英文科目名 / Course Title
(Eng.)

教員 / Instructor E-mail

科目群 / Course
Classification

単位数 / Credits

講義目的 / Aim of Course

到達目標 / Course Goals

授業形態 / Form of Class
学外学習 / Off-Campus
Learning

準備学習（予習・復習等）に必要な時間に準じる程度の具体
的な学習内容

授業の概要 / Course Description

第一講・第二講

概要

事前,事後学習ポイント

詳細

第三講・第四講

概要

事前,事後学習ポイント

詳細

第五講・第六講

概要

事前,事後学習ポイント

詳細

第七講・第八講

概要

事前,事後学習ポイント

詳細

第九講・第十講

概要

事前,事後学習ポイント

詳細

第十一講・第十二講

概要

2022年度 秋学期

マーケティング実践

マーケティングデータサイエンスの本質

Practice of Data Science in Marketing

佐藤　洋行 sato-h@tama.ac.jp

データドリブン経営 2単位

近年、マーケティングにおいてデータ活用は欠くべからざるものとなっている。一方で、取得できるデータの種類も量も膨
大になっていく中、意思決定に貢献しないレポートが生産され続けているような現場も見られる。本講義では、マーケティ
ングにおけるデータ活用プロジェクトに数多く携わってきた講師の実践知を体系的に学んでもらうことで、マーケティング
におけるデータサイエンスを用いた創造的思考力を高めるために必要な知識を幅広く身につけてもらう。

ディプロマポリシーのDP2:「思考と判断」を、データドリブン経営の視点で達成するために、マーケティング分野でデータ
サイエンスを活用するために必要な高い実践知を身につけてもらうこと

講義、グループディスカッション、
プレゼンテーション、双方向



無

毎回の授業で、次の授業で取り扱う例題を提示し、次の授業までにその解決策を考えてもら
う（2時間程度）。

イントロダクション：　意思決定はどのようにして行われるのか

経済学的な意思決定とデータサイエンス

マーケターがデータと向き合ったときに陥りがちな間違いについて、なぜそれが起こるのかを考えることで、意思決定とは
どのようなもので、データサイエンスとどのようなつながりがあるのかを論じる。それによって、データ活用に関する実践
知を身つけてもらう。

データサイエンスの可能性と限界①　情報とデータ、実験計画

データの不完全性、実験計画の重要性

マーケティングに関するデータが種類も量も膨大になる中で忘れられがちな、データの不完全性と、実験計画の重要性につ
いて改めて認識してもらうとともに、マーケターはそれらとどのように向き合うべきかについて論じる。それによって、エ
ビデンスベースドインサイト力を高めるための実践知を身につけてもらう。

データサイエンスの可能性と限界②　データ分析と意思決定

データ分析と意思決定の間の溝

データ分析の結果を読み解く際に注意すべきことについて論じるとともに、それが意思決定に及ぼす影響について考える。
それによって、エビデンスベースドインサイト力を高めるための実践知を身につけてもらう。

データサイエンスの可能性と限界③　データ分析の効用

効用価値説、選好、完備性

効用価値説から眺めたときのデータ分析がどのようなものかを議論する。その上で、データ分析の真の価値について考察
し、分析結果の他者への説明力を高めるための実践知を身につけてもらう。

マーケティングデータの広がり

DMP、CDP、オムニチャネル、センサー、RFID

マーケティングに活用可能なデータは質も量も増加の一途をたどっている。そのトレンドについて整理し、データ品質管理
やデータ整理・編集についての実践知を身につけてもらう。

顧客獲得とデータサイエンス

106



事前,事後学習ポイント

詳細

第十三講・第十四講

概要

事前,事後学習ポイント

詳細

第十五講・第十六講

概要

事前,事後学習ポイント

詳細

教科書 / Textbook

指定図書 / Course Readings

参考文献・参考URL /
Reference List

評価方法 / Method of Evaluation

配分（合計100%)

評価基準 / Evaluation Criteria

評価「A・」（100～90
点）：

評価「A」（89～80点）：

評価「B」（79～70点）：

評価「C」（69～60点）：

評価「F」（59点以下）：

留意点 / Additional
Information

顧客獲得コスト、ブランド、シェア

自社データをマーケティングに活用する際に忘れられがちな、ブランド力や市場シェアと獲得顧客数との関係性について改
めて認識してもらうとともに、そのような視座から見たときの顧客獲得コストに与えられる意味について議論する。それに
よって、データに基づく創造的思考力を高めるための実践知を身につけてもらう。

CRMとデータサイエンス

顧客努力、モーメント、コミュニケーションの一貫性

マーケターは顧客とのコミュニケーションでフリークエンシーを気にすべきか否か、というテーマについて、顧客努力やモ
ーメントというキーワードから議論する。それによって、エビデンスベースドインサイト力を高めるための実践知を身につ
けてもらう。

マーケティングとAI

深層強化学習、状態、行動選択、報酬

AIの基本技術として隆盛を極める深層強化学習について、概要を理解し、そのマーケティングへの応用可能性を探る。翻っ
て、マーケターが何をすべきかを考え、プレゼンテーションをし、フィードバックをもらう。また、そのフィードバックに
基づいて改善を行ったものを最終レポートにまとめてもらう。

適宜、講義内で紹介する

会社を変える分析の力（河本 薫（2013））、統計学が最強の学問である【実践編】（西内啓（2014））、AI時代の意思決定
とデータサイエンス（佐藤洋行（2019））

不確実性下の意思決定理論（イツァーク・ギルボア（2014））

出席率（30%）／講義議論参画度（20%）／最終レポート（50%）　3点の総合評価

マーケティングにおけるデータサイエンスの役割について理解し、その利用をプロジェクト化できるだけの整理された知識
をレポートとしてまとめることができる

マーケティングにおけるデータサイエンスの役割について理解し、その利用に関してアイディアをプレゼンテーションでき
るほどに知識が整理されている

マーケティングにおけるデータサイエンスの役割について理解し、その利用に関してアイディアをもっている

マーケティングにおけるデータサイエンスの役割について理解している

マーケティングにおけるデータサイエンスの役割について理解していない

なし
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講義年度 / Year 開講学期 / Semester

科目名 / Course Title

サブタイトル / Sub Title

英文科目名 / Course Title
(Eng.)

教員 / Instructor E-mail

科目群 / Course
Classification

単位数 / Credits

講義目的 / Aim of Course

到達目標 / Course Goals

授業形態 / Form of Class
学外学習 / Off-Campus
Learning

準備学習（予習・復習等）に必要な時間に準じる程度の具体
的な学習内容

授業の概要 / Course Description

第一講・第二講

概要

事前,事後学習ポイント

詳細

第三講・第四講

概要

事前,事後学習ポイント

詳細

第五講・第六講

概要

事前,事後学習ポイント

詳細

第七講・第八講

概要

事前,事後学習ポイント

詳細

第九講・第十講

概要

事前,事後学習ポイント

詳細

2022年度 秋学期

実践を通して学ぶソーシャルビジネス

地方創生の先進地域、雲南市の現場でソーシャルリーダーたちと考える社会と私の未来

Learning Social Business through Practice

宮城　治男 miyagi-h@tama.ac.jp

ソーシャルインパクトビジネス 2単位

地方創生の先進地域である島根県の中でも、地域自治組織やコミュニティーナースの事業やローカルベンチャー事業での大
手企業の巻き込み、地域財団やガバメントクラウンドファンディングの仕掛けなど、際立った新しい取り組みに挑んできた
雲南市。その現場を訪問し、多様な領域、スタイルで活躍しているソーシャルリーダーに学び、そのビジョンや想い、取り
組みの具体的なケースを講義頂くとともに、学生とも協働でその事業戦略のブラッシュアップを行う。またそのプロセスを
通して学生自身が自らのテーマに向き合い、今後のキャリアや事業計画を描いていく契機としたい。2023年2月に2泊3日の
集中講義の予定。

ディプロマポリシーでのDP2:「思考と判断」及びDP5:「志」を達成するために、各ソーシャルリーダーや現場の経験、ナレ
ッジを学びつつ、自らの考察を深めると同時に、自らも主体的に思考し、課題解決への提案をしていける力を身に着ける。
さらには自らの志に基づいたキャリア、事業プランを描き、ソーシャルリーダーとしての在り方を描き、具体的な自身のネ
クストステップにも繋げる。

講義、ケーススタディ、グループワーク、グ
ループディスカッション、ディベート、プレ
ゼンテーション

有



参考図書、ウェブサイトの予習等。予習30分程度、復習30分程度。

雲南市における地方創生の取り組みの概況を学ぶ

参考資料等を参照しつつ、雲南市及び日本の地方創生の現状へリサーチ、理解

雲南市役所のキーパーソン、地域のNPO等のリーダー等からこれまでの雲南市における地方創生の取組み、ソーシャルリー
ダーの活躍の歴史、概況を伺う。

雲南市における地方創生の取り組みの概況を学ぶ

参考資料等を参照しつつ、雲南市及び日本の地方創生の現状へリサーチ、理解

雲南市役所のキーパーソン、地域のNPO等のリーダー等からこれまでの雲南市における地方創生の取組み、ソーシャルリー
ダーの活躍の歴史、概況を伺う。

事業ケーススタディ＆戦略会議　「ソーシャルビジネスの最前線」

参考資料等を参照しつつ、雲南市発のソーシャルビジネスの事前リサーチ

コミュニティナースほか、10年に渡り多くのソーシャルビジネスの担い手を輩出してきた幸雲南塾の卒業生のリーダーたち
をお招きし、事業の現状、課題を伺いつつ、ともに戦略をブラッシュアップしていく。

事業ケーススタディ＆戦略会議　「ソーシャルビジネスの最前線」

参考資料等を参照しつつ、雲南市発のソーシャルビジネスの事前リサーチ

コミュニティナースほか、10年に渡り多くのソーシャルビジネスの担い手を輩出してきた幸雲南塾の卒業生のリーダーたち
をお招きし、事業の現状、課題を伺いつつ、ともに戦略をブラッシュアップしていく。

事業ケーススタディ＆戦略会議　「ソーシャルビジネスの最前線」

参考資料等を参照しつつ、雲南市発のソーシャルビジネスの事前リサーチ

コミュニティナースほか、10年に渡り多くのソーシャルビジネスの担い手を輩出してきた幸雲南塾の卒業生のリーダーたち
をお招きし、事業の現状、課題を伺いつつ、ともに戦略をブラッシュアップしていく。
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第十一講・第十二講

概要

事前,事後学習ポイント

詳細

第十三講・第十四講

概要

事前,事後学習ポイント

詳細

第十五講・第十六講

概要

事前,事後学習ポイント

詳細

教科書 / Textbook

指定図書 / Course Readings

参考文献・参考URL /
Reference List

評価方法 / Method of Evaluation

配分（合計100%)

評価基準 / Evaluation Criteria

評価「A・」（100～90
点）：

評価「A」（89～80点）：

評価「B」（79～70点）：

評価「C」（69～60点）：

評価「F」（59点以下）：

留意点 / Additional
Information

事業ケーススタディ＆戦略会議　「新しい社会システムの創出に挑む」

地域自主組織、コミュニティ財団、NPOによる地域教育支援等の事例についてのリサーチ

雲南市が旗振りし、全国で展開されている地域自主組織、そして雲南コミュニティ財団のキーパーソンを迎え、その現状を
伺うとともに、今後の戦略を議論する。


さらには、雲南市内の中高のキャリア教育を支援するNPO法人カタリバや、若者たちや社会起業家の挑戦を地域を挙げて支
援する「スペシャルチャレンジ」事業のキーパーソンを招き、現状の取組を伺うとともに、課題解決をともに議論する。

自らのキャリアデザイン、事業プランの策定ワークショップ

自分自身のキャリア観、展望の棚卸、事業計画等、具体的な設計を一旦現状の自分なりに描き切っておくこと

今回ヒアリングしたリーダーのみなさんやその学びを、自らの今後のキャリア、挑戦を意識しながら振り返り、共有のため
の資料を作成する。そしてお互い共有するとともにインプットをし合う。

自らのキャリアデザイン、事業プランの策定ワークショップ

自分自身のキャリア観、展望の棚卸、事業計画等、具体的な設計を一旦現状の自分なりに描き切っておくこと

自らが作成したプレゼンテーション資料を発表し、共有するとともに相互インプットをし合い、ブラッシュアップを行う。

適宜、講義内で紹介する。

「コミュニティナース」矢田明子著（木楽舎）

幸雲南塾https://www.co-unnanjyuku.com/
雲南市「ソーシャルチャレンジバレー構想」https://drive.media/posts/22450




出席30％／講義議論参画度40％／最終レポート30％　3点の総合評価

講義・ワークショップへの参画の熱意が非常に高く、ディプロマポリシーでのDP2:「思考と判断」及びDP5:「志」を非常に
高いレベルで身に着け、講義での学びを自らに落とし込み、非常に主体的に、クリエイティブに課題解決への提案をし、発
信をしていく力を有している。

講義・ワークショップへの参画の熱意が高く、ディプロマポリシーでのDP2:「思考と判断」及びDP5:「志」を高いレベルで
身に着け、講義での学びを自らに落とし込み、主体的に、クリエイティブに課題解決への提案をし、発信をしていく力を有
している。

講義・ワークショップへの参画の熱意があり、ディプロマポリシーでのDP2:「思考と判断」及びDP5:「志」を高いレベルで
身に着け、講義での学びを自らに落とし込み、主体的に、課題解決への提案をし、発信をしていく力を有している。



講義・ワークショップへの参画の熱意があり、ディプロマポリシーでのDP2:「思考と判断」及びDP5:「志」を平均的なレベ
ルで身に着け、講義での学びを自らに落とし込み、主体的に、考え発信をしていく力を有している。



講義・ワークショップへの参画意識に問題がみられ、ディプロマポリシーでのDP2:「思考と判断」及びDP5:「志」を身に着
けるための課題がある。




実際に雲南市の現地に伺い、集中講義の形式となる関係で、雲南市までの交通費に加え宿泊費等の実費（2泊3日で3万円程
度）プラス食費が必要になります。


日程は、2023年2月17日（金）～19日（日）を予定。

履修者（参加者）が5名未満の場合は、非開講となります。
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講義年度 / Year 開講学期 / Semester

科目名 / Course Title

サブタイトル / Sub Title

英文科目名 / Course Title
(Eng.)

教員 / Instructor E-mail

科目群 / Course
Classification

単位数 / Credits

講義目的 / Aim of Course

到達目標 / Course Goals

授業形態 / Form of Class
学外学習 / Off-Campus
Learning

準備学習（予習・復習等）に必要な時間に準じる程度の具体
的な学習内容

授業の概要 / Course Description

第一講・第二講

概要

事前,事後学習ポイント

詳細

第三講・第四講

概要

事前,事後学習ポイント

詳細

第五講・第六講

概要

事前,事後学習ポイント

詳細

第七講・第八講

概要

事前,事後学習ポイント

詳細

第九講・第十講

概要

2022年度 春学期

ビジネスジャパニーズ I

日本語の口頭発表

Business Japanese I

藏夛　礼佳 me_chen2008@yahoo.co.jp

留学生支援 1単位

日本語での口頭発表の表現とその手法を学び、聞く力、話す力を向上させ、ビジネスパーソンとしての基礎教養を身につけ
ることを目的とします。

DP4:「表現と技能」に沿って、人前で発表することに慣れ、日本語の表現力を向上させ、自分の意見を論理的に述べること
ができること、グループ内でのコミュニケーションを取り（協調性、傾聴力を習得）、最善なアウトプットにたどり着くプ
ロセスを習得する。

講義、グループワーク、グループディスカッ
ション、ディベート、双方向 なし

グループディスカッションに備え、データ収集を含む事前準備を行うこと（予習・復習2時間
程度）

オリエンテーション
①講義の目標、単位の取得条件


②自己紹介

③敬語、謙譲語、丁寧語の復習

敬語、謙譲語、丁寧語などを復習する

オリエンテーション及び自己紹介、ビジネスマナー①

スピーチについて学ぶ
①魅力的なスピーチとは


②スピーチの事例学習

③スピーチの原稿作成

スピーチのポイント、原稿の書き方を復習する

スピーチのポイント、準備、原稿の書き方を学ぶ／ビジネスマナー②

スピーチを実践する
①効果的なスピーチとは


②スピーチの練習

①	事前に今回のスピーチテーマを考えておく
②	授業後スピーチの基本ポイントを復習する



第２講で学んだことを踏まえて自分が興味を持つデーマを決めて、スピーチの原稿を書き、クラスで発表、それについて講
師からフィードバックする

ディスカッションについて学ぶⅠ
①ディスカッションの概要説明


②あるテーマについて学習し、グループディスカッションを体験する

グループ内で意見の違うメンバーにどのように自分の考えを伝えればいいのかを考えること

①	ディスカッションのポイント、ディスカッションの流れ、ディスカッションの形式
②	グループディスカッションの練習




ディスカッションについて学ぶⅡ
①ブレーンストーミングとは


②あるテーマについてブレーンストーミングを体験する
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事前,事後学習ポイント

詳細

第十一講・第十二講

概要

事前,事後学習ポイント

詳細

第十三講・第十四講

概要

事前,事後学習ポイント

詳細

第十五講・第十六講

概要

事前,事後学習ポイント

詳細

教科書 / Textbook

指定図書 / Course Readings

参考文献・参考URL /
Reference List

評価方法 / Method of Evaluation

配分（合計100%)

評価基準 / Evaluation Criteria

評価「A・」（100～90
点）：

評価「A」（89～80点）：

評価「B」（79～70点）：

評価「C」（69～60点）：

評価「F」（59点以下）：

留意点 / Additional
Information

ブレーンストーミングのルールを理解し、ディスカッションに臨むこと

ブレーンストーミングとしてのディスカッションを学ぶ

ディスカッションについて学ぶⅢ
ある事例について、グループディスカッションを通じて現状分析し、解決策を見いだす。

自分の意見を他人に伝え、他のメンバーの意見をうまく引き出し、グループの意見をまとめることを心がける

第４講、第５講の内容を踏まえてディスカッションをし、グループごと発表

ディベートについて学ぶⅠ
①ディベートの特徴と流れ


②肯定側と否定側に分かれてディベートの練習

立論・反論組み立てる

ディベートの目的、方法と技術について学ぶ

ディベートについて学ぶⅡ
2つのグループに分かれて最終ディベートを行う

ディスカッションの手法を用いてグループ内での立論、反対尋問、最終弁論をまとめることを心がける

グループAとBに分かれて、ディベートを行い、講師からフィードバック

適宜配布する

なし

なし

出席率30%　講義・議論参加度35%　各セッションの発表35％

上記評価方法配分合計の到達点、90％以上を原則とする
積極的に授業に参加し、日本語で自分の意見を論理的に述べることができること。また、グループ内でリーダー的役割を果
たし、最善のアウトプットに導くことができる。

上記評価方法配分合計の到達点、80％以上を原則とする
積極的に授業に参加し、日本語で自分の意見を論理的に述べることができること。グループのメンバーとコミュニケーショ
ンを積極的にとる。

上記評価方法配分合計の到達点、70％以上を原則とする
積極的に授業に参加し、日本語で自分の意見を述べる努力をすること。グループディスカッションに積極的に参加する。

上記評価方法配分合計の到達点、60％以上を原則とする
まじめに授業に参加し、日本語で自分の意見を述べる努力をすること。

上記評価方法配分合計の到達点、60％未満を原則とする

なし
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講義年度 / Year 開講学期 / Semester

科目名 / Course Title

サブタイトル / Sub Title

英文科目名 / Course Title
(Eng.)

教員 / Instructor E-mail

科目群 / Course
Classification

単位数 / Credits

講義目的 / Aim of Course

到達目標 / Course Goals

授業形態 / Form of Class
学外学習 / Off-Campus
Learning

準備学習（予習・復習等）に必要な時間に準じる程度の具体
的な学習内容

授業の概要 / Course Description

第一講・第二講

概要

事前,事後学習ポイント

詳細

第三講・第四講

概要

事前,事後学習ポイント

詳細

第五講・第六講

概要

事前,事後学習ポイント

詳細

第七講・第八講

概要

事前,事後学習ポイント

詳細

第九講・第十講

概要

事前,事後学習ポイント

2022年度 秋学期

ビジネスジャパニーズ II

ビジネス文書の基礎技術

Business Japanese II

宋　岩群 song-y@tama.ac.jp

留学生支援 1単位

日本での成功の基礎である、ビジネスジャパニーズの基礎技術を身につけることを目的とする。

DP4：「表現と技能」を達成するために、ビジネスジャパニーズの基礎技術となる漢字やレイアウトなどの表記面、言葉遣
いや敬語などの表現面、及び情報や分析結果を活用した情報面、三つの方面から習得し、活用できるようにする。

講義、グループワーク、プレゼンテーショ
ン、双方向、グループワーク、グループディ
スカッション

なし

1）第7・8講まで学習した内容を活用し、決まったテーマから一つ選択して、第9・10講に解
説するためのメール文を作成する（予習・復習1時間程度）


2）プレゼンテーションに備え、データ収集及びプレゼンテーション資料の作成を行うこと
（予習・復習2時間程度）

ビジネス文書の全体像

ビジネス文書に対するイメージ

タイプ別に解説する
①社内/社外向け公文書


②メール文

③プレゼンテーション資料

言葉で伝える①：表記

日本語のフォント、記号、レイアウト

①読みやすい文字の選び
②的確な記号の使い方


③見やすいレイアウトの組み方

④事例学習

言葉で伝える②：表現

日本語の接続詞、異字同訓

①ビジネス文書にふさわしい接続詞
②異字同訓について


③事例学習

適切な敬語

謙譲語、尊敬語、丁寧語

①敬意の表現が過剰になってはいけない
②なんでも「お、ご/御」をつければいいのか


③「させていただく」はいつ使える？

メール文の解説

事前課題
三つのテーマより一つ選び、メール文を作成し、講師に送る。


テーマ：
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詳細

第十一講・第十二講

概要

事前,事後学習ポイント

詳細

第十三講・第十四講

概要

事前,事後学習ポイント

詳細

第十五講・第十六講

概要

事前,事後学習ポイント

詳細

教科書 / Textbook

指定図書 / Course Readings

参考文献・参考URL /
Reference List

評価方法 / Method of Evaluation

配分（合計100%)

評価基準 / Evaluation Criteria

評価「A・」（100～90
点）：

評価「A」（89～80点）：

評価「B」（79～70点）：

評価「C」（69～60点）：

評価「F」（59点以下）：

留意点 / Additional
Information

①多摩株式会社の営業要員に応募したく、応募書類を送付する
②多摩株式会社人事部より一次選考を通過し、二次面接の連絡を受け、承諾する


③予定していた面接日の前日に、体調不良により、面接日の変更可否を問い合わせる

課題（メール文）への解説。

プレゼンテーションの仕方

統計データのグラフ化

①プレゼンテーションの基礎知識
②効果的な図形の活用


③シナリオを考える

④最終プレゼンテーションに向けての準備

プレゼンテーション実践①

事前課題
下記のテーマより一つ選んで、プレゼンテーション資料を作成し、発表する。


テーマ

①私と日本


②多摩大学で学びたいこと

③卒業後の展望

第1・2講から第11・12講まで習得したものを活用して、プレゼンテーション資料を作成し、発表する。
全員発表し、講師よりフィードバック。

プレゼンテーション実践②

事前課題
下記のテーマより一つ選んで、プレゼンテーション資料を作成し、発表する。


テーマ

①私と日本


②多摩大学で学びたいこと

③卒業後の展望

第1・2講から第11・12講まで習得したものを活用して、プレゼンテーション資料を作成し、発表する。
全員発表し、講師よりフィードバック。

適宜配布する

なし

講義内で適宜案内する

出席及びディスカッションへの参加合せて40％、課題提出30％、最終プレゼンテーション30％

漢字やレイアウトなどの正しい表記及び正しい表現を身につけ、情報や分析結果を活用したビジネスジャパニーズによっ
て、自身の考えを表現でき、相手に十分理解させることができる。更に、相手の意見及び見解を理解し、双方向のコミュニ
ケーションが可能である。

漢字やレイアウトなどの正しい表記及び正しい表現を身につけ、情報や分析結果を活用したビジネスジャパニーズによっ
て、自身の考えを表現でき、相手に十分理解させることができる。

漢字やレイアウトなどの正しい表記及び正しい表現を身につけ、情報や分析結果を活用したビジネスジャパニーズによっ
て、自身の考えを一程度の表現ができ、伝えることができる。相手の意見もある程度理解できる。

漢字やレイアウトなどの正しい表記及び正しい表現を身につけ、情報や分析結果を活用したビジネスジャパニーズによっ
て、自身の考えを一程度の表現ができ、伝えることができる。

漢字やレイアウトなどの正しい表記及び正しい表現を身につけているが、相手が理解出来る記述論述のレベルに到達してい
ない。

なし
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講義年度 / Year 開講学期 / Semester

科目名 / Course Title

サブタイトル / Sub Title

英文科目名 / Course Title
(Eng.)

教員 / Instructor E-mail

科目群 / Course
Classification

単位数 / Credits

講義目的 / Aim of Course

到達目標 / Course Goals

授業形態 / Form of Class
学外学習 / Off-Campus
Learning

準備学習（予習・復習等）に必要な時間に準じる程度の具体
的な学習内容

授業の概要 / Course Description

第一講・第二講

概要

事前,事後学習ポイント

詳細

第三講・第四講

概要

事前,事後学習ポイント

詳細

第五講・第六講

概要

事前,事後学習ポイント

詳細

第七講・第八講

概要

事前,事後学習ポイント

2022年度 春学期

留学生のためのビジネス日本地理・日本史I

日本のビジネスパーソンとコミュニケーションをとるための基礎知識

Introduction of Japanease Geography and Japanease HistoryI

瀧川　浩人 takikawa@tama.ac.jp

留学生支援 2単位

グローバル社会を意識し、自然と人間社会・国際社会との関わりを基盤に、ビジネスコミュニケーションツールとして、日
本語・日本地理・日本史を学修する。本講義では、日々の“生きたニュース”を多数取り上げ、日本の状況を正しく理解し、
学び通じて得た知見を「知恵」として、自己変容を体感し、日本企業で活躍できる力を醸成する。留学生が資質・能力を身
につけるために、「論理的思考が重要」という行動規定に囚われず、地理・歴史を通じて「日本を理解することが楽しい」
「社会のために日本企業を通じてやりたいことがある」という向上心を抱かせる。

日本地理・日本史に関する基礎知識の学修することにより、ディプロマポリシーにあるDP1：「知識と理解」を確実なもの
とする。また、十分な日本語と、異文化として日本の風土・文化を理解することで、DP3：「意欲と関心」を高め、DP4：
「表現と技能」とDP5：「志」を磨き、日本企業で活躍できる人格形成を構築することを到達目標とする。

講義、グループディスカッション、グループ
ワーク、プレゼンテーション、双方向 なし

１．講義の予習、最新の新聞の精読とニュースのまとめ（毎回3時間程度）
２．講義内容のふりかえりと小テストの準備（毎回1.5時間程度）


３．授業参画レポート作成（毎回１時間程度）

オリエンテーション・関東地方の都県名・47都道府県と県庁所在地

事前学習：新聞の精読とニュースのまとめ（第2講より）
事後学習：授業感想のレポート提出及び講義内容の復習

受講生・教員の自己紹介とオリエンテーション（講義目的、到達目標の確認、授業の進め方、予習・復習の内容、レポート
提出、ビジネスレター作成、参考文献の紹介等）を行う。


東京と関東地方の都県名と位置を理解する。また、47都道府県と県庁所在地を学ぶ。授業のポイント及び授業参画レポート
を添削し、フィードバックを行う。

日本の旅行・温泉地

事前学習：新聞の精読とニュースのまとめ、日本での旅行先についてのプレゼンテーション
事後学習：授業感想のレポート提出及び講義内容の復習

前講義の学修到達度を確認する小テストを行う。
受講生による日本での旅行先についてのプレゼンテーションを行い、その地の魅力について解説を加える。


全国の有名な温泉地を紹介するとともに、九州地方に有数の温泉地が広がる要因を探る。

また、コロナウイルスによるインバウンドの影響と、それに伴う問題解決に向けた企業の様々な対応についてディスカッシ

ョンを行う。

授業のポイント及び授業参画レポートを添削し、フィードバックを行う。




日本の時代・日本紙幣

事前学習：新聞の精読とニュースのまとめ、日本紙幣の登場人物についてのプレゼンテーション
事後学習：授業感想のレポート提出及び講義内容の復習



前講義の学修到達度を確認する小テストを行う。
日本の時代区分を先土器から令和まで学ぶ。


日本紙幣の登場人物を学ぶ。日本紙幣の登場人物について、受講生によるプレゼンテーションを行う。特に2024年の新紙幣
発行に伴い、「日本経済の父」渋沢栄一と現1万円の福沢諭吉に重点を置く。また、約20年をめどに紙幣デザインを変更する
理由についてディスカッションを行う。


授業のポイント及び授業参画レポートを添削し、フィードバックを行う。



四国地方・中国地方

事前学習：新聞の精読とニュースのまとめ
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詳細

第九講・第十講

概要

事前,事後学習ポイント

詳細

第十一講・第十二講

概要

事前,事後学習ポイント

詳細

第十三講・第十四講

概要

事前,事後学習ポイント

詳細

第十五講・第十六講

概要

事前,事後学習ポイント

詳細

教科書 / Textbook

指定図書 / Course Readings

参考文献・参考URL /
Reference List

評価方法 / Method of Evaluation

配分（合計100%)

評価基準 / Evaluation Criteria

評価「A・」（100～90
点）：

事後学習：授業参画のレポート提出及び講義内容の復習

前講義の学修到達度を確認する小テストを行う。
四国地方・中国地方について学ぶ。


授業のポイント及び授業参画レポートを添削し、フィードバックを行う。



気候変動・近畿地方

事前学習：新聞の精読とニュースのまとめ
事後学習：授業参画のレポート提出及び講義内容の復習

前講義の学修到達度を確認する小テストを行う。
日本の気候と梅雨を学ぶ。近年毎年繰り返される「ゲリラ豪雨」について理解し、どのような問題が発生し、どのように問
題解決を見出しているか、またCOP26を踏まえた国際ルールの枠組みに対し、中国・日本の立場についてディスカッション
を行う。


近畿地方について学ぶ。

授業のポイント及び授業参画レポートを添削し、フィードバックを行う。

事前学習：新聞の精読とニュースのまとめ
事後学習：授業参画のレポート提出及び講義内容の復習

事前学習：新聞の精読とニュースのまとめ
事前学習：授業参画レポート提出及び講義内容の復習



前講義の学修到達度を確認する小テストを行う。
「2020東京オリンピック・2022冬季北京オリンピックがもたらしたもの」を理解し、オリンピックと政治について、ロシア
とウクライナの紛争を絡め様々な角度からディスカッションを行う。


また「1964東京オリンピックがもたらしたもの」をテーマに、戦後の高度経済成長を多岐に学ぶ。

授業のポイント及び授業参画レポートを添削し、フィードバックを行う。




日本の夏の風物詩

事前学習：新聞の精読とニュースのまとめ
事後学習：授業参画レポート提出及び講義内容の復習



前講義の学修到達度を確認する小テストを行う。
日本の夏の風物詩、日本の祭りを紹介し、「ふるさと」という意味合いの理解を深める。


授業のポイント及び授業参画レポートを添削し、フィードバックを行う。



第1講から第14講の講義内容の総合テスト

事前学習：第1講から第14講の講義内容の総合テストの準備
事後学習：授業感参画レポート提出



第1講から第14講の講義内容の復習として、漢字・日本地理・日本史の総合問題（80分）を実施する。
授業のポイント、授業参画レポート添削と総合テストのフィードバックを行う。




適宜資料配布予定。

なし。

【参考文献】
日本国勢図会（公益財団法人矢野恒太記念会）


経済は地理から学べ（宮路秀作著　ダイヤモンド社）

熱海の奇跡（市来広一郎著　東洋経済新報社）


一度読んだら絶対に忘れない日本史の教科書（山﨑圭一著　SBクリエイティブ）

テーマ別だから理解が深まる日本史（山岸良二監修　朝日新聞出版）


さかのぼり現代史（祝田秀全監修　朝日新聞出版）

日本経済新聞読み方の流儀（田中慎一著　明日香出版社）


考える力と情報力が身につく新聞の読み方（池上彰著　祥伝社）

スーパー白地図（文英堂）・スーパー歴史年表（文英堂）


新聞・テレビ　ニュースの日本語（The Japan Times）

授業参画レポート（30％）、授業内の発言・プレゼンテーション（20％）、授業理解度（50％）

授業参画レポートに対し、提出期限を遵守し、フィードバック内容を的確に捉え、提出回を重ねるごとに表現力・志の力
（達成意欲）が特に優れてレベルアップしている。


授業準備が十分、かつ最新の新聞の精読・ニュースをまとめる理解力があり、日本語での表現力が特に優れて身についてい
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評価「A」（89～80点）：

評価「B」（79～70点）：

評価「C」（69～60点）：

評価「F」（59点以下）：

留意点 / Additional
Information

る。
プレゼンテーションのパワーポイントの作成にオリジナリティが見られ、教養力が特に優れて身についている。


異国の「日本」を理解することで、自身と価値観や考え方の異なる人々との言語運用能力が特に優れて身についている。

授業で取り扱う自然と人間社会・国際社会において的確な問題提起ができ、問題解決力が特に優れて身についている。


小テスト及び授業理解度が特に優れ、実践知を獲得する力が特に優れて身についている。

授業参画レポートに対し、提出期限を遵守し、フィードバック内容を的確に捉え、提出回を重ねるごとに表現力・志の力
（達成意欲）が優れてレベルアップしている。


授業準備が十分、かつ最新の新聞の精読・ニュースをまとめる理解力があり、日本語での表現力が優れて身についている。

プレゼンテーションのパワーポイントの作成にオリジナリティが見られ、教養力が優れて身についている。


異国の「日本」を理解することで、自身と価値観や考え方の異なる人々との言語運用能力が優れて身についている。

授業で取り扱う自然と人間社会・国際社会において的確な問題提起ができ、問題解決力が優れて身についている。


小テスト及び授業理解度が優れ、実践知を獲得する力が優れて身についている。

授業参画レポートに対し、提出期限を遵守し、フィードバック内容を標準的に捉え、提出回を重ねるごとに改善努力をして
いる。


授業準備が十分、かつ最新の新聞の精読・ニュースをまとめる努力が見られ、日本語での表現力が標準的に身についてい
る。


プレゼンテーションのパワーポイントの作成に努力が見られ、教養力が標準的に身についている。

異国の「日本」を理解する努力が見られ、自身と価値観や考え方の異なる人々との言語運用能力が標準的についている。


授業で取り扱う自然と人間社会・国際社会において一定の問題提起ができ、問題解決力が標準的に身についている。

小テスト及び授業理解度が標準的であり、実践知を獲得する努力が見られる。

授業参画レポートに対し、提出期限を遵守しているが、フィードバック内容に改善があまり見られず平均的である。
授業準備が十分、かつ最新の新聞の精読・ニュースをまとめるまでには達していないが、日本語での表現力を身につける努
力が見られる。


プレゼンテーションのパワーポイントの作成及び発表内容が平均的であり、教養力を身につける努力が見られる。

異国の「日本」を理解する努力が見られ、自身と価値観や考え方の異なる人々との言語運用能力を身につける努力が見られ

る。

授業で取り扱う自然と人間社会・国際社会において問題提起と問題解決力を身につける努力が見られる。


小テスト及び授業理解度が標準的であり、実践知を獲得する努力が見られる。

授業参画度が低く、レポート内容が希薄である。
授業に対する予習が不十分であり、授業中の発言が消極的である。


プレゼンテーションの作成が不十分であり、発表内容が不十分である。

異国の「日本」を理解する努力が不十分であり、自身と価値観や考え方の異なる人々を理解する力と日本語でのコミュニケ

ーション力が不足している。

授業で取り扱う自然と人間社会・国際社会において、問題提起に至っていない。


小テストの得点が概ね半分以下であり、授業内容を正しく理解できていない。



留学生支援科目ではあるが、必修科目ではない。秋学期「Ⅱ」を履修することを前提として展開する。
第1講は、4月13日（水）とする。


欠席・遅刻は、やむを得ない事情を除き認めない。

予習・復習に相当な時間を要し、13回の小テストと1回の総合テストを課す。日本人ビジネスパーソンと対等にコミュニケー

ションを取るためには、相当な努力が必要であり、日本企業で本気で活躍したいという「強い志」のある者を対象とした授
業であることを理解の上、履修することを勧める。


既履修者であっても、2021年度の「Ⅰ」・「Ⅱ」とは内容が異なる「知識と理解」が修得できるため、日本国内就職を目指
す者には、聴講を認める場合がある（担当教員と事前相談必須）。
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講義年度 / Year 開講学期 / Semester

科目名 / Course Title

サブタイトル / Sub Title

英文科目名 / Course Title
(Eng.)

教員 / Instructor E-mail

科目群 / Course
Classification

単位数 / Credits

講義目的 / Aim of Course

到達目標 / Course Goals

授業形態 / Form of Class
学外学習 / Off-Campus
Learning

準備学習（予習・復習等）に必要な時間に準じる程度の具体
的な学習内容

授業の概要 / Course Description

第一講・第二講

概要

事前,事後学習ポイント

詳細

第三講・第四講

概要

事前,事後学習ポイント

詳細

第五講・第六講

概要

事前,事後学習ポイント

詳細

第七講・第八講

概要

事前,事後学習ポイント

2022年度 秋学期

留学生のためのビジネス日本地理・日本史II

日本のビジネスパーソンとコミュニケーションをとるための基礎知識

Introduction of Japanease Geography and Japanease HistoryII

瀧川　浩人 takikawa@tama.ac.jp

留学生支援 2単位

グローバル社会を意識し、自然と人間社会・国際社会との関わりを基盤に、ビジネスコミュニケーションツールとして、日
本語・日本地理・日本史を学修する。本講義では、日々の“生きたニュース”を多数取り上げ、日本の状況を正しく理解し、
学び通じて得た知見を「知恵」として、自己変容を体感し、日本企業で活躍できる力を醸成する。留学生が資質・能力を身
につけるために、「論理的思考が重要」という行動規定に囚われず、地理・歴史を通じて「日本を理解することが楽しい」
「社会のために日本企業を通じてやりたいことがある」という向上心を抱かせる。

日本地理・日本史に関する基礎知識の学修することにより、ディプロマポリシーにあるDP1：「知識と理解」を確実なもの
とする。また、十分な日本語と、異文化として日本の風土・文化を理解することで、DP3：「意欲と関心」を高め、DP4：
「表現と技能」とDP5：「志」を磨き、日本企業で活躍できる人格形成を構築することを到達目標とする。

講義、グループディスカッション、グループ
ワーク、プレゼンテーション、双方向 なし

１．講義の予習、最新の新聞の精読とニュースのまとめ（毎回3時間程度）
２．講義内容のふりかえりと小テストの準備（毎回1.5時間程度）


３．授業参画レポート作成（毎回１時間程度）

オリエンテーション・関東地方の都県名・47都道府県と県庁所在地

事前学習：新聞の精読とニュースのまとめ（第2講より）
事後学習：授業感想のレポート提出及び講義内容の復習

受講生・教員の自己紹介とオリエンテーション（講義目的、到達目標の確認、授業の進め方、予習・復習の内容、レポート
提出、ビジネスレター作成、参考文献の紹介等）を行う。


東京と関東地方の都県名と位置を理解する。また、47都道府県と県庁所在地を学ぶ。授業のポイント及び授業参画レポート
を添削し、フィードバックを行う。

日本の旅行・中部地方・稲作文化

事前学習：新聞の精読とニュースのまとめ
　　　　　日本での旅行先についてのプレゼンテーション


　　　　　自身が購入している「お米」の産地とブランド米について調べる。

事後学習：授業感想のレポート提出及び講義内容の復習



前講義の学修到達度を確認するテストを行う。
受講生による日本での旅行先についてのプレゼンテーションを行い、その地の魅力について解説を加える。


中部地方について学ぶ。特に「世界のトヨタ」の自動車工業を中心とした中部工業地帯と日本の「コメ」の産地とブランド
米に重点をおく。また、日本の稲作文化を通じ、イノベーターシップを学ぶ。


授業のポイント及び授業参画レポートを添削し、フィードバックを行う。



日本の時代・織豊政権・江戸時代

事前学習：新聞の精読とニュースのまとめ　
　　　　　戦国時代の三英傑についてのプレゼンテーション　　　　　


事後学習：授業感想のレポート提出及び講義内容の復習

前講義の学修到達度を確認する小テストを行う。
留学生がゲームを通じて認知度の高い戦国時代の三英傑についてプレゼンテーションを行い、解説を加える。武家社会の成
立から江戸時代が260年続く体制について学ぶ。


授業のポイント及び授業参画レポートを添削し、フィードバックを行う。

関東地方

事前学習：新聞の精読とニュースのまとめ
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詳細

第九講・第十講

概要

事前,事後学習ポイント

詳細

第十一講・第十二講

概要

事前,事後学習ポイント

詳細

第十三講・第十四講

概要

事前,事後学習ポイント

詳細

第十五講・第十六講

概要

事前,事後学習ポイント

詳細

教科書 / Textbook

指定図書 / Course Readings

参考文献・参考URL /
Reference List

評価方法 / Method of Evaluation

配分（合計100%)

評価基準 / Evaluation Criteria

評価「A・」（100～90
点）：

事後学習：授業参画のレポート提出及び講義内容の復習

前講義の学修到達度を確認する小テストを行う。
関東地方を学ぶ。北関東に本社をおく企業を紹介する。


授業のポイント及び授業参画レポートを添削し、フィードバックを行う。



江戸幕府滅亡・明治時代

事前学習：新聞の精読とニュースのまとめ
事後学習：授業参画のレポート提出及び講義内容の復習

前講義の学修到達度を確認する小テストを行う。
江戸時代がなぜ260年の歴史に幕を閉じることになったのかディスカッションを行う。


明治時代を学ぶ。

授業のポイント及び授業参画レポートを添削し、フィードバックを行う。

東北地方・北海道地方

事前学習：新聞の精読とニュースのまとめ
事前学習：授業参画レポート提出及び講義内容の復習

前講義の学修到達度を確認する小テストを行う。
東北地方・北海道地方を学ぶ。


授業のポイント及び授業参画レポートを添削し、フィードバックを行う。

流行語大賞／世相漢字・日本の正月文化・神仏の相違点

事前学習：新聞の精読とニュースのまとめ
事後学習：授業参画レポート提出及び講義内容の復習

前講義の学修到達度を確認する小テストを行う。
2022度流行語大賞／世相漢字から、日本の2022年度を理解する。


日本の正月文化を紹介し、「ふるさと」という意味合いの理解を深める。

神道と仏教の相違点についてディスカッションを行う。


授業のポイント及び授業参画レポートを添削し、フィードバックを行う。

第1講から第14講の講義内容の総合テスト

事前学習：第1講から第14講の講義内容の総合テストの準備
事後学習：授業感参画レポート提出

第1講から第14講の講義内容の復習として、漢字・日本地理・日本史の総合問題（80分）を実施する。
授業のポイント、授業参画レポート添削と総合テストのフィードバックを行う。

適宜資料配布予定。

なし。

【参考文献】
日本国勢図会（公益財団法人矢野恒太記念会）


経済は地理から学べ（宮路秀作著　ダイヤモンド社）

熱海の奇跡（市来広一郎著　東洋経済新報社）


一度読んだら絶対に忘れない日本史の教科書（山﨑圭一著　SBクリエイティブ）

テーマ別だから理解が深まる日本史（山岸良二監修　朝日新聞出版）


さかのぼり現代史（祝田秀全監修　朝日新聞出版）

日本経済新聞読み方の流儀（田中慎一著　明日香出版社）


考える力と情報力が身につく新聞の読み方（池上彰著　祥伝社）

スーパー白地図（文英堂）・スーパー歴史年表（文英堂）

授業参画レポート（30％）、授業内の発言・プレゼンテーション（20％）、授業理解度（50％）

授業参画レポートに対し、提出期限を遵守し、フィードバック内容を的確に捉え、提出回を重ねるごとに表現力・志の力
（達成意欲）が特に優れてレベルアップしている。


授業準備が十分、かつ最新の新聞の精読・ニュースをまとめる理解力があり、日本語での表現力が特に優れて身についてい
る。


プレゼンテーションのパワーポイントの作成にオリジナリティが見られ、教養力が特に優れて身についている。

異国の「日本」を理解することで、自身と価値観や考え方の異なる人々との言語運用能力が特に優れて身についている。
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評価「A」（89～80点）：

評価「B」（79～70点）：

評価「C」（69～60点）：

評価「F」（59点以下）：

留意点 / Additional
Information

授業で取り扱う自然と人間社会・国際社会において的確な問題提起ができ、問題解決力が特に優れて身についている。
小テスト及び授業理解度が特に優れ、実践知を獲得する力が特に優れて身についている。

授業参画レポートに対し、提出期限を遵守し、フィードバック内容を的確に捉え、提出回を重ねるごとに表現力・志の力
（達成意欲）が優れてレベルアップしている。


授業準備が十分、かつ最新の新聞の精読・ニュースをまとめる理解力があり、日本語での表現力が優れて身についている。

プレゼンテーションのパワーポイントの作成にオリジナリティが見られ、教養力が優れて身についている。


異国の「日本」を理解することで、自身と価値観や考え方の異なる人々との言語運用能力が優れて身についている。

授業で取り扱う自然と人間社会・国際社会において的確な問題提起ができ、問題解決力が優れて身についている。


小テスト及び授業理解度が優れ、実践知を獲得する力が優れて身についている。

授業参画レポートに対し、提出期限を遵守し、フィードバック内容を標準的に捉え、提出回を重ねるごとに改善努力をして
いる。


授業準備が十分、かつ最新の新聞の精読・ニュースをまとめる努力が見られ、日本語での表現力が標準的に身についてい
る。


プレゼンテーションのパワーポイントの作成に努力が見られ、教養力が標準的に身についている。

異国の「日本」を理解する努力が見られ、自身と価値観や考え方の異なる人々との言語運用能力が標準的についている。


授業で取り扱う自然と人間社会・国際社会において一定の問題提起ができ、問題解決力が標準的に身についている。

小テスト及び授業理解度が標準的であり、実践知を獲得する努力が見られる。

授業参画レポートに対し、提出期限を遵守しているが、フィードバック内容に改善があまり見られず平均的である。
授業準備が十分、かつ最新の新聞の精読・ニュースをまとめるまでには達していないが、日本語での表現力を身につける努
力が見られる。


プレゼンテーションのパワーポイントの作成及び発表内容が平均的であり、教養力を身につける努力が見られる。

異国の「日本」を理解する努力が見られ、自身と価値観や考え方の異なる人々との言語運用能力を身につける努力が見られ

る。

授業で取り扱う自然と人間社会・国際社会において問題提起と問題解決力を身につける努力が見られる。


小テスト及び授業理解度が標準的であり、実践知を獲得する努力が見られる。

授業参画度が低く、レポート内容が希薄である。
授業に対する予習が不十分であり、授業中の発言が消極的である。


プレゼンテーションの作成が不十分であり、発表内容が不十分である。

異国の「日本」を理解する努力が不十分であり、自身と価値観や考え方の異なる人々を理解する力と日本語でのコミュニケ

ーション力が不足している。

授業で取り扱う自然と人間社会・国際社会において、問題提起に至っていない。


小テストの得点が概ね半分以下であり、授業内容を正しく理解できていない。



留学生支援科目ではあるが、必修科目ではない。春学期「Ⅰ」を履修することを前提として展開する。
第1講は、9月28日（水）とする。


欠席・遅刻は、やむを得ない事情を除き認めない。

予習・復習に相当な時間を要し、13回の小テストと1回の総合テストを課す。日本人ビジネスパーソンと対等にコミュニケー

ションを取るためには、相当な努力が必要であり、日本企業で本気で活躍したいという「強い志」のある者を対象とした授
業であることを理解の上、履修することを勧める。


既履修者であっても、2021年度の「Ⅰ」・「Ⅱ」とは内容が異なる「知識と理解」が修得できるため、日本国内就職を目指
す者には、聴講を認める場合がある（担当教員と事前相談必須）。
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